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○

【革新性】
海水からの食塩製造、醤油の脱塩などに利

用されていた技術を応用し、下水処理水と海
水の塩分濃度差を利用したCO2フリー水素製造
システムである。

【メリット】
○効率的かつ低コストで安定的な水素製造が
可能。

○高純度の水素ガス以外に酸素ガスも得られ
る。

○下水処理水の高い水温により発電出力が増
加することで水素製造量増。

○消化工程を採用していない下水処理場でも
海水の取得が容易であれば、水素製造が可
能。

○下水処理場はエネルギー消費地に近いため
水素の輸送コストを抑えられる。
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○概要

下水道資源を有効利用し、環境への負荷削減、省エネルギー、新エネルギー対策等を図るため、下水熱を地域冷暖
房等に有効利用する施設、下水汚泥とその他バイオマスから回収した下水道バイオガスを処理場内において有効利用
する施設、下水道バイオガスを処理場外で活用するために処理場内に設置する下水道バイオガス精製・供給施設、下
水汚泥と他のバイオマスを一体的に燃料等として有効利用するために混合・調整に必要な下水道施設の整備を行うも
のである。

○定義：

「下水道バイオガス」とは、下水汚泥の処理に伴い発生するメタンを主成分とするガスや、それを加工して得られる
ガス」とする。

○交付対象事業

下水及び下水処理水の熱やバイオマス等を有効利用し、環境への負荷削減、省エネルギー、新エネルギー対策等を
図るもので、次のいずれかに該当するもの。

(b)バイオマスの有効利用を推進するため、下水汚泥とその他のバイオマスを集約処理し、回収した下水道バイオガス
をエネルギーとして処理場内で活用するもの。

(C)地域特性を活かしつつ地域全体で省CO2対策を推進するため、次の全ての要件のもとに、下水道バイオガスを処理
場外で活用するもの

a)下水道バイオガスを公共又は公益の用途に活用すること。

b)下水道バイオガスの活用が地球温暖化対策の推進に関する法律第20条の３第1項に規定する地方公共団体実行計画
等、地球温暖化対策に係る計画に位置付けられていること。
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